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【目的】養護老人施設入居者を対象に口腔内状況，咀鳴能力，生活機能の状況を調査し，
現在歯数が高齢者の健康状態及び日常生活の活動性とどのように関連して`いるかについて

調査した。また，これらについて高齢者自身による自己評価と併せて施設職員による客観

的評価を行い両者の違いについても検討した。

【方法】岡山市およびその周辺の養護老人施設に在園する65 歳以上の高齢者207 (男性57,

女性150) 名を対象とした。1)口腔内状況は面接で，また，生活機能については老研式活
動能力指標を用い，被験者本人及び施設職員に対し面接ないしはアンケート調査を行い，

主観的及び客観的見地から評価した。2)咀嘴能力は，主観的評価については｢ 山本式総義

歯咀嘴能力判定表｣ より選択した噛みごたえの異なる ５段階15 食品名を，客観的評価の

ためにはG-1 ゼリー法を用いた。

【結果】1)被験者の年齢は65-74 歳47 名，(23.3％),   75-84歳95 名(AT.Wo),   85歳以上60 名

(29.7％)であった。2)今回の調査では各年齢階級間に咀嘴能力及び生活機能の差は認めら

れなかった。3)口腔内状況は，現在歯20 本以上14 名(6.9％), 同19-10本21 名(10.4% ) ，現
在歯９本以下で義歯装着者119 名(58.9%), 現在歯９本以下で義歯非装着者48 名(23.8％)で

あった。4)現在歯数が多い者ほど咀嘴能力，生活機能とも高い傾向を示し，義歯装着者で
は非装着者に比較して咀嘴能力，生活機能ともに高かった。5)咀嘴能力( 主観的・客観的)

が高い者ほど生活機能も高い傾向が認められた。6)咀嘴能力，生活機能とも主観的評価の

方が客観的評価より概して高かった。

2 P-42(P) 高齢者の生活活動と食生活一元専業農家の場合一
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目的：我国は高齢化社会を迎え、高齢者の健康をいかにして維持増進するかは重要なテーマ

である。現在健康に生活する者でも、腰痛・肩痛・膝痛などの愁訴や、高血圧・癌・骨粗髭症

を心配する者も多い。個に応じた健康生活の指標作りには、国が行なう各種の調査結果による

大多数の平均的な数値では、個人あるいは、ある特性を持つ団体の生活を改善するための具体

的なヒントを得られる物とはならないため、個人調査を主に、実態を可能なかぎり詳細に調べ

検討することが大切である。本研究は、立位姿勢で長時間労働が多い畑作中心の元専業農家で

現在は仕事の一線を離れた高齢者の健康生活のあり方を検討しようとするものである。

方法：調査対象は元畑作専業農家で、現在は、農作業や家事を手伝っている高齢者である。

健康状態は、歩行には不自由がなく自ら集会場に来ることが出来る者とした。平成６年より健

康教室を開催し、家族構成、作付品種、趣味など、平成７年より身体状況、骨密度、体脂肪率

生活活動｡ 食生活などの調査を行ない、以後平成１０年まで年１～２回の調査を続け、助言な

どの指導を行なった。この間に対象者の生活に変化・改善が認められたかを検討した。

結果：参加者は、毎回出席した者は当初の１割程度であった。しかし、ポスターなどの呼び

かけで、新しいメンバーも加わった。何回かの調査・検査の結果、身体状況では体重には大き

な変化はなかった。身長は加齢に伴い低下し、体脂肪率は増加していた。また、生活活動では

農作業時間は加齢と伴に減少し、家事時間が増加していた。食事調査では、牛乳の摂取回数が

増加し、カルシウム摂取量が増加した。が、その他の食品摂取状況、栄養摂取状況にはほとん

ど変化がなかった。
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